
 
と き：令和５年 10 月 25 日（水）10：00～11:30 

ところ: 兵 庫 県 民 会 館 ７ F 「 鶴 」 

 

 

  １ 開会 

 

 ２ あいさつ 

 

  ３ 委員紹介 

 

  ４ 会長の選出 

 

  ５ 署名委員の指名 

 

 ６ 報告事項 

  （１）令和４年度第２回スポーツ推進審議会の議事録の報告（５頁） 

 

（２）第２期兵庫県スポーツ推進計画 令和５年度実施計画について（11 頁） 

 

   (３) 令和５年度の主要事業について 

     ・スポーツ振興課  （14 頁） 
・体育保健課    （17 頁） 
・ユニバーサル推進課（19 頁） 

 

  (４) 令和５年度スポーツ振興団体に交付する補助金の状況について（23 頁） 

 

(５) HYOGO スポーツ新展開検討委員会について（27 頁） 

 

 ７ その他 

 

 ８ 閉会 

令和５年度 

第１回兵庫県スポーツ推進審議会 
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中西　進　委員
（公財）兵庫県スポーツ協会　副会長

平野  直美　委員
神戸女子短期大学教授

北中　睦雄　委員
兵庫県高等学校体育連盟副会長

受付

吉矢　晋一　委員
西宮回生病院整形外科センター顧問

久保田　輝　委員
(株)神戸新聞社編集局運動部長

 消毒マスク

令和５年度第１回スポーツ推進審議会　座席図
県民会館「鶴」

伊藤　克広　委員
兵庫県立大学教授

三上　善子　委員
ひょうごパラスポーツ指導者協議会　副会長

会長

　
長ヶ原　誠　委員

神戸大学大学院教授



　 分　野 氏　名 所属・役職名 出欠

1 スポーツ科学 長ヶ原　誠 神戸大学大学院・教授 ○

2 スポーツ社会学 伊藤　克広 兵庫県立大学・教授 ○

3 食育・栄養学 平野　直美 神戸女子短期大学・教授 ○

4 子ども発達学 倉　真智子 神戸松蔭女子学院大学・教授 欠席

5 医科学 吉矢　晋一 西宮回生病院整形外科センター・顧問 ○

6 コーチ学 鵤木千加子 甲南大学・教授 ○

7 中西　　進 (公財)兵庫県スポーツ協会・副会長 ○

8 恒木　克仁 兵庫県スポーツ推進委員会・会長 欠席

9 競技団体代表 小林　芳子 日本スケート連盟・強化副部長 ○

10 障害者スポーツ 三上　善子
ひょうごパラスポーツ指導者協議会・副会
長

○

11 北中　睦雄 兵庫県高等学校体育連盟・副会長 ○

12 角南　　寬 兵庫県中学校体育連盟・会長 欠席

13 報　道 久保田　輝 神戸新聞社・運動部長 ○

14 榎並　由美 ひょうご女性スポーツの会・副幹事長 ○

15 川原　清美 保護者（スポーツ指導者） 欠席

スポーツ
関係団体

公募委員

兵庫県スポーツ推進審議会委員

（任期：令和５年９月１日～令和７年８月31日）

学校
スポーツ関係
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○兵庫県スポーツ推進審議会条例 

昭和37年４月１日条例第21号 

改正 

平成20年３月24日条例第30号 

平成23年10月７日条例第41号 

令和５年３月22日条例第24号 

兵庫県スポーツ振興審議会条例をここに公布する。 

兵庫県スポーツ推進審議会条例 

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成23年法律第78号。以下「法」という。）第31条の規定に基づき、兵

庫県スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、知事の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査審議する。 

(１) 法第10条第１項の規定によるスポーツ推進計画の策定に関する事項 

(２) 法第35条の規定によるスポーツ団体に対する補助金の交付に関する事項 

(３) 前２号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関する重要事項 

（定数） 

第３条 委員の定数は、15人とする。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（補則） 

第５条 この条例に定めるもののほか、審議会に関して必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和35年兵庫県条例第24号）の一部を次の

ように改正する。 

第１条第42号の次に次の１号を加える。 

(42)の２ スポーツ振興審議会 
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○兵庫県スポーツ推進審議会条例 

昭和37年４月１日条例第21号 

改正 

平成20年３月24日条例第30号 

平成23年10月７日条例第41号 

令和５年３月22日条例第24号 

兵庫県スポーツ振興審議会条例をここに公布する。 

兵庫県スポーツ推進審議会条例 

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成23年法律第78号。以下「法」という。）第31条の規定に基づき、兵

庫県スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、知事の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査審議する。 

(１) 法第10条第１項の規定によるスポーツ推進計画の策定に関する事項 

(２) 法第35条の規定によるスポーツ団体に対する補助金の交付に関する事項 

(３) 前２号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関する重要事項 

（定数） 

第３条 委員の定数は、15人とする。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（補則） 

第５条 この条例に定めるもののほか、審議会に関して必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和35年兵庫県条例第24号）の一部を次の

ように改正する。 

第１条第42号の次に次の１号を加える。 

(42)の２ スポーツ振興審議会 
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別表第１地方産業教育審議会の項の次に次の１項を加える。 

スポーツ振興審議会 委員 日額 1,200円 

別表第２地方産業教育審議会の委員の項の次に次の１項を加える。 

スポーツ振興審議会の委員 職員旅費条例中２等級の職務にある者相当額 

附 則（平成20年３月24日条例第30号） 

この条例は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年10月７日条例第41号） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（附属機関設置条例の一部改正） 

２ 附属機関設置条例（昭和36年兵庫県条例第20号）の一部を次のように改正する。 

（次のよう略） 

（委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

３ 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和35年兵庫県条例第24号）の一部を次の

ように改正する。 

（次のよう略） 

附 則（令和５年３月22日条例第24号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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○兵庫県スポーツ推進審議会規則 

令和５年３月31日規則第10号 

兵庫県スポーツ推進審議会規則をここに公布する。 

兵庫県スポーツ推進審議会規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、兵庫県スポーツ推進審議会条例（昭和37年兵庫県条例第21号）第５条の規定

に基づき、同条例に定めるもののほか、兵庫県スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）

の組織及び運営に関して必要な事項を定めるものとする。 

（委員） 

第２条 委員は、次に掲げる者のうちから、知事が委嘱する。 

(１) 学識経験のある者 

(２) 関係団体を代表する者 

(３) その他知事が必要と認めた者 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長） 

第３条 審議会に、会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選によって定める。 

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

４ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職務

を代理する。 

（会議） 

第４条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによ

る。 

（補則） 

第５条 この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関して必要な事項は、審議会が定める。 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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○ 報告事項（１） 

 令和４年度第２回兵庫県スポーツ推進審議会の議事録の報告 
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○ 報告事項（２） 

第２期兵庫県スポーツ推進計画 令和５年度実施計画について 
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第２期兵庫県スポーツ推進計画と令和５年度実施計画 報告事項（２）

令和4年度 令和5年度 令和8年度 令和13年度
現状値 目標値 目標値 目標値

１ ｢スポーツ立県ひょうご｣創出プロジェクト事業(スポーツ振興課)

２ 地域スポーツ活性化支援事業(スポーツ振興課)

３ スポーツ大会招致事業（はばタンスポーツ基金）(スポーツ振興課)

４ 幼児の運動習慣づくり推進事業(スポーツ振興課)

総括指標 男子 91.7% 92.5% 93.7% 95.8% ５ 体育実技指導力向上事業(体育保健課)

女子 85.9% 87.6% 89.7% 93.1% ６ 幼稚園・小学校教員体育実技指導力向上事業(体育保健課)

男子 93.2% 94.1% 95.0% 96.7% ７ スポーツツーリズムの展開（観光推進課）

女子 82.3% 83.2% 85.9% 90.7% ８ 競技スポーツ振興事業(スポーツ振興課)（(公財)兵庫県スポーツ協会）

９ 体力アップサポーター派遣事業(体育保健課)

10 県立学校部活動指導員配置事業(体育保健課)

11 中学校部活動指導員配置事業(体育保健課)

12 スポーツ分野におけるローカル5G等ICT活用支援事業(情報政策課）

13 関西マスターズゲームズin HYOGO 開催事業(スポーツ振興課)

男性 65.8% 68.1% 72.0% 74.0% 14 子どもの冒険ひろば事業（男女青少年課）

総括指標 女性 69.5% 63.5% 68.0% 72.0% 15 ひょうご女性スポーツの会の活動支援(スポーツ振興課)

16 神戸マラソン2023の開催(スポーツ振興課)

17 スポーツに関連するボランティア情報等の発信(県民躍動課)

18 シニアニュースポーツ普及支援事業(県民躍動課)

19 全国健康福祉祭（ねんりんピック）予選会の開催(高齢政策課)

20 全国健康福祉祭派遣事業（高齢政策課）

21 老人クラブによる健康づくり・介護予防支援事業(高齢政策課)

22 ｢健康体操｣普及促進事業(健康増進課)

23 阪神南ふれあいスポーツフェスタ2023(阪神南県民センター)

総括指標 24 いくつになっても元気いっぱいプロジェクト(丹波県民局)

1,130人 1,100人 1,140人 1,200人 25 サイクリングアイランド淡路島の推進(淡路県民局)

30.8% 26% 30% 33% 26 （公財）日本スポーツ協会公認アシスタントマネージャー養成事業（(公財)兵庫県スポーツ協会）

27 指導者養成プログラム事業（(公財)兵庫県スポーツ協会）

28 阪神南ブランド力向上事業（阪神南県民センター）

29 Team HYOGOアスリートキャリアフォーラム（(公財)兵庫県スポーツ協会）

30 障害者のじぎくスポーツ大会開催事業(ユニバーサル推進課・兵庫県障害者スポーツ協会)

31 パラスポーツ拡大推進プロジェクトの展開(ユニバーサル推進課・兵庫県障害者スポーツ協会)

32 兵庫車いすロードレース開催事業(ユニバーサル推進課・兵庫県障害者スポーツ協会)

33 はばタン障害者スポーツ振興事業(ユニバーサル推進課・兵庫県障害者スポーツ協会)

34 障害者アスリート支援事業(ユニバーサル推進課)

総括指標 35 全国障害者スポーツ大会選手派遣・育成事業(ユニバーサル推進課・兵庫県障害者スポーツ協会)

36 障害者スポーツネットひょうごとの連携(兵庫県障害者スポーツ協会)

21回13回 16回

総括指標〔再掲〕
国民体育大会をはじめ国内外の大会で顕著な
成績をおさめる兵庫ゆかりの選手の増加

７　次世代アスリートの発掘・
　　育成

２　発育・発達段階に対応
　　したスポーツ環境の整備

３　ファミリースポーツ等の
　　機会の充実

４　誰もが気軽に参画できる
　　スポーツ機会の充実

70.0%

過去１年間のスポーツの観戦者の割合の増加

コンソーシアムを組織し、地域スポーツの活
性化に取り組む自治体数の増加

１市町

500人

28団体

24社

35.9% 40.9%

指導者数の増加(公財)日本スポーツ協
会公認スポーツ指導者
について 女性指導者の割合の増加

国民大会で入賞（種別）する競技団体数の
増加

1,800人

99団体

ユース世代（中学生・高校生）を対象に一貫
した育成制度を有する競技団体数の増加

33団体

保護者等と一緒に参加できるスポーツイベン
トを開催する自治体数の増加

26市町 30市町 41市町
（全市町）

－

小学校5年生

中学校2年生

スポーツや運動を週60
分以上実施する児童・
生徒の割合の増加

選手の育成・強化に医・科学スタッフを活用
する競技団体数の増加

Team HYOGOアスリートキャリアフォーラム
（就業支援）へ参加する企業数の増加

72,000人

障害者スポーツ応援協定締結団体数の増加 89団体 91団体 94団体

48,000人 57,000人

一般競技団体や実業団チームとの交流会開催
数の増加

９回

－

公認障害者スポーツ指導者数の増加 1,270人

総括指標〔再掲〕
障害者スポーツの参画人口の拡大

20,508人

1,400人 1,550人

86.3% 86.7% 89.0%

19団体 26団体 41団体

41市町

20社 16社 19社

28団体

489人 467人 480人

67.8% 65.8%

21団体 22団体

総括指標〔再掲〕
成人のスポーツ実施率の向上

成人の週１回以上のスポーツ実施率の
向上

31.9% 32.9%

18市町

令和５年度の主要事業指　　標

運動・スポーツが
好きな子どもの増加

総括指標〔再掲〕
運動・スポーツが好きな子どもの増加

93.0%

73.0%

34団体 37団体 41団体

－

基本理念 政策目標 施策目標

１　子ども・ユース
　　スポーツの推進

「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
「
躍
動
す
る
兵
庫
」
の
実
現
を
め
ざ
す
。

成人のスポーツ
実施率の向上

障害者スポーツの
参画人口の拡大

12　障害者スポーツへの
　　理解促進

３　競技スポーツ
　　の推進

４　障害者スポーツ
　　の推進

９　トップアスリートが活躍
　　できる場の支援

10　障害者スポーツの
　　裾野拡大

５　総合型地域スポーツクラブ
　　の質的充実

６　行政、スポーツ団体、大学、
　　民間事業者の連携強化

２　生涯スポーツ
　　の推進

１　運動・スポーツが
　　好きになる機会の創出

11　障害者スポーツの
　　競技力向上

８　アスリートの育成と
　　強化環境の整備

国民体育大会をはじめ
国内外の大会で顕著な
成績をおさめる兵庫ゆ
かりの選手の増加

 12 



 

○ 報告事項（３） 

令和５年度の主要事業について 
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令和５年度の主要事業                  報告事項（３） 
 

スポーツ振興課 

 「する・みる・ささえる」スポーツ環境づくりの推進 

競技スポーツ・生涯スポーツの推進 

 

  ジュニア期からトップレベルまでの一貫した指導体制による競技スポーツレベルの

向 上、スポーツクラブ 21 ひょうご等を通じた子どもから高齢者までの世代を超えた交

流を 含む人生 100 年を通じて親しむスポーツの推進を図る。また、健康増進、共生社

会の実 現、経済・地域の活性化等、スポーツを通じた活力ある社会づくりを図る。  

 

１ 第２期兵庫県スポーツ推進計画（スポーツ振興課）                 

 「第２期兵庫県スポーツ推進計画」（令和４年３月策定）に基づき、「する･みる･ ささ

える」スポーツへの参画を通じて、「躍動する兵庫」の実現をめざし、子ども･ ユースス

ポーツ、生涯スポーツ、競技スポーツ、障害者スポーツの推進に取り組む。 

 

２  地域スポーツ活性化支援事業（スポーツ振興課）           2,000 千円 

 県民全体のスポーツ実施率向上を図るため、市町単位でコンソーシアムの設置を促進

し、スポーツイベント開催に要する経費を支援する。 

 (1) 補助対象 市町で設置されたコンソーシアム 

     コンソーシアム ＝ 市町内の行政を含む、スポーツ団体、大学、民間事業 

     者など複数の団体から成る共同事業体 

 (2) 補助金額 100 千円 

  (3) 補 助 率 経費の 1/2 ※県：市町＝１：１ 

  (4) イベント例 親子等でスポーツ体験会、種目別選手権大会 等 

 

３ 「スポーツ立県ひょうご」創出プロジェクト事業（スポーツ振興課）2,929 千円【勤労者福祉基金】 

 「スポーツクラブ 21 ひょうご」（以下 SC21）について、スポーツ大会等を通じてクラ

ブの連携を促進するとともに、活動の活性化等と自主自立に向けた取組を支援し、「ス

ポーツ立県ひょうご」の実現に取り組む。 

 (1) 推進会議の開催  

 ・内 容 「スポーツ立県ひょうご」の実現に向けた課題共有・情報交換 

 (2) 全県スポーツサミットの開催 

 ・対 象 SC21 代表者､市町体育・スポーツ協会代表者、市町行政代表者、 

      地域スポーツ関係者 等  

 ・内 容 情報交流、事例発表 等 
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(3) 「スポーツ立県ひょうご」創出プロジェクト SC21 が各地域で、だれもが生涯にわ 

 たってスポーツを楽しむことができる環境づくりを創出 

 ・親子で行うスポーツ大会やスポーツフェスティバル等の開催 

 ・第２期兵庫県スポーツ推進計画の趣旨に則ったスポーツイベント等の開催 

 ・全県スポーツ大会の予選会、種目大会、スポーツ教室、ニュースポーツ体験 

  イベント、地区クラブサミット等の開催 

 

４ ひょうご女性スポーツの会の活動支援（スポーツ振興課）       4,300 千円 

 女性のスポーツ環境の向上、女性指導者の育成、女性スポーツ人口の増加をめざし、

女性の競技別大会の開催や競技の枠を越えた研修会に取り組むひょうご女性スポーツ

の会の活動を支援する。 

 (1) 総会・総合開会式 記念講演及び競技別大会総合開会式の開催 

 (2) 競技別大会 各競技団体による冠称大会の開催 

 (3) 研修会等 

 (4) スポーツ参画促進イベントの開催 

 

５  幼児の運動習慣づくり推進事業                   400千円 

 運動・スポーツが好きな子どもの増加を図るため、幼児期からの運動習慣の基盤づく

りに取り組み、今年度、専門家による推進会議を設置し、課題等の分析を実施するとと

もに、保護者等への普及・啓発の方策を検討する。 
 

６  競技スポーツ振興事業（スポーツ振興課）             198,317 千円 

 競技団体との連携のもと、兵庫ゆかりの元トップアスリートやプロチーム等を活用 

した国体選手等の強化や、次世代を担うジュニアアスリートの育成、子どもの運動・ 

スポーツ機会創出等に取り組み、トップアスリート層の拡大を目指す。また、これら 

の活動を支援する指導者の養成にも取り組む。 

 

７  神戸マラソン 2023 の開催（スポーツ振興課）            68,883 千円 

 ランニングを核とした県民スポーツの振興を図り、阪神・淡路大震災の復旧・復興に

おける経験や教訓、兵庫・神戸の魅力を国内外に発信するため、「神戸マラソン 2023」

を開催する。 

  

(1) 開催日  令和５年 11 月 19 日(日) 

       （11 月 17 日(金)・18 日(土)ランナー受付及びマラソン EXPO） 

 (2) コース  スタート(神戸市役所前)～折り返し(明石海峡大橋の西方(垂水区 

        西舞子)) ～フィニッシュ(ポートアイランド (市民広場付近)) 

  (3) テーマ  「感謝と友情」  

(4) 出走者数    約２万人 （応募者数 36,567 人 うち海外在住応募者数 550 人） 
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８  スポーツ大会招致事業（スポーツ振興課）   6,000 千円【はばタンスポーツ基金】 

 質の高い競技や演技を観戦する機会を県民に提供するため、のじぎく国体・大会を契 

機に設置した「はばタンスポーツ基金」を活用し、全国、国際規模の大会等を招致する。 

 ・ 助成対象 （公財）兵庫県スポーツ協会及び JSPO、JOC に加盟する団体が主催ま 

    たは主管する国際大会や全国規模の競技大会等 （アーバンスポーツ（スケート 

    ボード、BMX 等）を新たに助成対象とする） 

 ・ 助 成 額 会場借上費を基準として規模に応じた定額助成（１大会上限 100 万円）  

 

９ 関西マスターズゲームズ in HYOGO の開催事業（スポーツ振興課）    6,072 千円 

 ワールドマスターズゲームズ 2021 関西を機に醸成してきたスポーツ機運を継続し、 

さらにすそ野を広げるため関西マスターズゲームズ in HYOGO を開催する。 

 (1) 総合開会式の実施  

  ・ 開 催 日 令和５年５月 27 日（土） 

  ・ 場 所 ブルボンビーンズドーム 

  ・ 参加者数 150 名 

 (2) 県民ふれあい大会の開催 

  ・ 開 催 日 令和５年 11 月 26 日（日） 

  ・ 場 所 しあわせの村 

  ・ 種 目 インディアカ等 計 40 種目（予定） 

 (3) 競技別大会「関西マスターズゲームズ in HYOGO」の開催 

  ・ 時 期 令和５年４月～令和６年３月 

  ・ 場 所 県内各市町 

  ・ 種 目 グラウンド・ゴルフ等 計 40 種目（予定） 

 

10 ワールドマスターズゲームズの開催準備（スポーツ振興課）       4,964 千円 

  再延期となったワールドマスターズゲームズ（ＷＭＧ）について、既存の競技大会に

「ＷＭＧ」の冠を付けて開催し、引き続き大会機運の維持や醸成に取り組む。  

■「ワールドマスターズゲームズ」の概要 

 (1) 主 催 （公財）ワールドマスターズゲームズ 2021 関西組織委員会 

 (2) 共 催 （公財）日本スポーツ協会、（公財）日本パラスポーツ協会 

 (3) 開催時期 2027 年５月 

 (4) 開催場所 兵庫県を含む関西地域 

 (5) 開催競技 公式競技 35 競技 59 種目（うち兵庫県開催 11 競技 14 種目） 

 (6) 参 加 者 目標５万人（国内３万人、国外２万人）（概ね 30 歳以上） 
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体育保健課 

「健やかな体」の育成  

体力・運動能力向上の推進 

  全国体力・運動能力調査等の結果を踏まえ、児童生徒の体力・運動能力の向上を図

り、人生 100 年を通じて継続して運動に取り組むことができる資質・能力の育成を図

る。また、運動部活動については、適切な休養等による安全の確保、生徒の自主性の

尊 重、責任感・連帯感の涵養等に留意しつつ、指導の質的向上を図る。  

 

(1) 「体力アップひょうご」サポート事業（体育保健課） 4,462 千円 

  小学生の体力・運動能力の向上に取り組むため、地域の指導者等を活用し、運動へ

の興味・関心を高め、運動習慣の定着等に繋げるとともに、県内児童生徒の体力・運 

動能力の調査・分析を実施する。  

① 「体力アップサポート専門家会議」の設置（年３回）  

 ・ 内容 体力・運動能力の現状及び課題の分析・検討 等  

② 体力アップサポーターの派遣 

 ・ 派遣校数 81 校 

 ・ 派 遣 者 公立中学校・高等学校の保健体育科教員、民間スポーツクラブの指導 

       者、地域の外部指導者 等 

 ・ 派遣回数  １校あたり 12 回 

 ・ 内 容 体育授業及び学校体育活動における専門的な指導 

         新体力テスト測定項目（８項目）に関する事前指導（握力、上体起 

         こし 、反復横とび等）新体力テスト測定項目の児童への指導及び教 

               員の測定支援  

③「体力アップスクール表彰」の実施 体力向上に積極的に取り組み、成果を上げ 

   た公立小・中学校を表彰  

④ 兵庫県体力・運動能力調査（公立小・中・高等学校）の実施 

 

(2) 中学校部活動指導員配置事業（体育保健・義務教育課） 30,242 千円【一部国庫】 

  公立中学校の部活動指導を担当する教員の業務負担軽減や、専門的な技術指導を受

けられない生徒への指導のため、部活動指導員を配置する。  

  ・ 業務内容 部活動の顧問として、単独での指導や大会引率 等 

  ・ 配置市町 31 市町組合  

  ・ 負担割合 国 1/3、県 1/3、市町 1/3  
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(3)  県立学校部活動指導員配置事業（体育保健課） 14,577 千円 

  県立学校の部活動指導を担当する教員の業務負担軽減や、専門的な技術指導を受け

られない生徒への指導のため、部活動指導員を配置する。 

  ・ 業務内容 部活動の顧問として、単独での指導や大会引率 等 

  ・ 配置人数 55 人/年 

  ・ 指導回数 70 回/年（週２回：平日１回、休日１回）  

 

(4) 中学校運動部活動の地域移行検討事業（体育保健課） 20,618 千円【国庫】 

 県下 40 市町における休日の中学校の部活動の段階的な地域移行に向け、国が定め

る以下の実証事業取組項目について実証事業を実施する。 
①体制整備※           ②指導者の質の保障・量の確保※ 
③関係団体・分野との連携強化※  ④面的・広域的な取組 
⑤内容の充実           ⑥参加費用負担支援等※ 
⑦学校施設の活用等        （※実証事業取組必須事項） 
 
 (１)県の取組 
  ①部活動地域移行推進会議の実施 
   構成員：運動部・文化部有識者、関係団体代表、行政 
   回 数：年３回（６月・10 月・２月） 

   内 容：各市町における課題解決に向けた支援策の検討 
       ・関係団体との連絡調整 
       ・運営団体と実施主体の体制整備 
       ・県のガイドラインの策定 
 
  ②連絡協議会の実施 
   構成員：県教育委員会事務局担当課、各教育事務所担当者、各市町組合担当者 
   回 数：年６回（各教育事務所 1 回）  
   内 容：広域的な連携に向け、各教育事務所単位で地域の実情に応じた課題の

共有 
       ・運営団体の発掘や人材確保等の情報共有 
       ・実証事業の成果や課題等の共有 
       ・地域の実情に応じた支援要望等のヒアリング 
   
 (２)市町の取組 
   各市町の実情に応じた実証事業を実施し、課題等を検証する。 

【運動部】県内 10 市町 
（尼崎市、伊丹市、三田市、猪名川町、丹波篠山市、高砂市、稲美町、

播磨町、多可町、姫路市） 
 

【文化部】県内４市町 
（尼崎市、加古川町、稲美町、播磨町） 
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ユニバーサル推進課 

 

  障害者のスポーツ活動等の推進 

障害者スポーツの振興 

兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会の実施等により、障害者スポーツの振興を図る

とともに、障害者の社会参加と県民の障害者への理解を促進する。 

 

(1) 第 17 回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会の開催        （5,023 千円） 

＜令和 5年度開催結果＞ 

 

(2)特別全国障害者スポーツ大会への選手派遣・育成       （20,450千円） 

鹿児島県で開催される特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」

に兵庫県選手団を派遣するとともに、派遣選手の競技力向上のため、育成強化を図

る。 

＜大会期間＞ 令和 5年 10 月 28 日(土)～30 日(月) ３日間 

    ＜開催場所＞ 鹿児島県鹿児島市 ほか 

    ＜派遣人数＞ 125 人(予定)  選手 72 人／コーチ・介護人等 53 人 

 

 (3) 兵庫ユニバーサルマラソン 2024 開催事業              (1,009 千円) 

県立公園等を使用し、車いすロードレース及び障害の有無に関わらず参加できる

ユニバーサルリレーを開催する。 

＜開催日・場所＞ 令和６年３月(予定)・尼崎の森中央緑地 

 

開 催 日 競  技 対 象 会  場 

5月4日(木祝) 陸上競技、ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ 車いす ﾕﾆﾊﾞｰ記念競技場 

5月12日(金) 卓球 精 県立障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館 

5月13日(土) 卓球 身・知 県立障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館 

5月14日(土) 水泳 身・知 三木山総合公園屋内ﾌﾟｰﾙ 

5月19日(金) バレー 精 県立障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館 

5月20日(土) バレー 知 県立障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館 

5月20日(土) バスケットボール 知 県立障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館 

5月20日(土) ボウリング 知 神戸六甲ﾎﾞｳﾙ 

5月21日(日) ボッチャ 身 県立障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館 

5月27日(土) 

陸上競技 身・知 
県立三木総合防災公園 
県立三木総合防災公園 
県立三木総合防災公園 
県立三木総合防災公園 

フライングディスク 身･知･精 

ソフトボール 知 

サッカー 知 

5月28日(日) サウンドテーブルテニス 精 県立障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館 
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(4) 「パラスポーツ拡大推進プロジェクト」の実施         （38,856 千円） 

    障害の有無に関わらず、すべての人が参画し、ともに競技ができるスポーツの振

興を推進し、障害のある方の社会参加促進とともに、パラアスリートの育成を図る。 
ア パラスポーツ普及推進事業 

     ・パラスポーツ出前講座の実施  
     ・パラスポーツ普及拡大 

パラアスリートとの交流（パラアスリートによる講演、競技指導等） 
パラスポーツ体験会の実施（特別支援学校及び小中学校生徒対象） 

   
イ パラアスリート発掘・育成事業 

・マルチサポート事業 
専門的技術指導や栄養学講座など、多面的な支援を実施 
ジュニア向けプログラムの実施（スポーツ用具を購入し、スポーツ初心者が
用具購入負担等なく参加できる環境を整備） 

 
ウ パラスポーツ実施環境の整備事業 

・競技団体運営・設立支援  
・障害者スポーツ推進拠点整備 

 

(5) 県立障害者スポーツ交流館等の運営                       (36,642 千円) 

障害者スポーツの振興拠点として「県立障害者スポーツ交流館」及び「ふれあい

スポーツ交流館」を運営する。 

   ア 県立障害者スポーツ交流館 

＜設置場所＞ 県立総合リハビリテーションセンター内 

＜施設内容＞  体育室（バスケットコート２面）、トレーニングルーム 

更衣室、屋内駐車場 

イ ふれあいスポーツ交流館 

＜設置場所＞ 県立西播磨総合リハビリテーションセンター内 

＜施設内容＞ 体育室（バスケットコート２面）、温水プール、トレーニング

ルーム、更衣室 

 

 (6) 障害者スポーツ振興のあり方検討              （1,000 千円） 

スポーツ行政全体のあり方検討の一環として、今後の障害者スポーツ振興に向け

た基本的な方向性等に加え、障害者スポーツ施設のあり方についても検討する。 

 

 (7) 「はばタンスポーツ基金」事業の実施             （2,100 千円） 

のじぎく兵庫国体・のじぎく兵庫大会を記念して造成された「はばタンスポーツ

基金」の運用収入を活用し、県内各地で開催される障害者スポーツイベントへの支

援を実施する。 

      

(8) 障害児(者)スポーツ等応援プロジェクト事業（ふるさとひょうご寄附金活用） 

の実施 (2,500 千円) 

   ①障害児入所施設に助成を行い、スポーツ競技用具の購入や、レクリエーション活動に

かかる経費を支援する     

 20 



②県立スポーツ施設等に設置する障害者スポーツ用具の購入や、将来のトップアスリー

トをめざす若年障害者の用具購入の支援を行う。 
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【MEMO】 
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○ 報告事項（４） 

令和５年度スポーツ振興団体に交付する補助金の状況について 
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報告事項（４） 

 

令和５年度スポーツ振興団体に交付する補助金の状況について  
 
［根拠］スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号） 

第三十五条 国又は地方公共団体が第三十三条第三項又は前条の規定により社
会教育関係団体であるスポーツ団体に対し補助金を交付しようとする場合に
は、あらかじめ、国にあっては文部科学大臣が第九条第二項の政令で定める審
議会等の、地方公共団体にあっては教育委員会（特定地方公共団体におけるス
ポーツに関する事務（学校における体育に関する事務を除く。）に係る補助金
の交付については、その長）がスポーツ推進審議会等その他の合議制の機関の
意見を聴かなければならない。 

 

兵庫県スポーツ推進審議会条例（令和５年３月 22 日条例第 24 号） 
第２条 審議会は、知事の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査審議する。 
(2) 法第 35 条の規定によるスポーツ団体に対する補助金の交付に関する事項 

  
（千円） 

 スポーツ 

振興団体名 
事業名・事業概要 

補

助 

率 

Ｒ４ 

補助 

金額 

Ｒ５ 

補助 

金額 

増減額 所管課 

1 

公益財団法人 

兵庫県スポ

ーツ協会 

公益財団法人兵庫県スポーツ協会運営費補

助 

 県民の体力の向上、児童・生徒の健全な発

育及びスポーツ精神の高揚を図り、もって本

県スポーツの振興、健康の増進、文化の高揚

及び福祉の増進に寄与することを目的とす

る当該協会に対し、運営費の一部を補助す

る。 

定

額 
46,581 60,001 13,420 

 

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ

振興課 

 

2 

公益財団法人 

兵庫県スポ

ーツ協会 

競技スポーツ振興事業 

 第２期兵庫県スポーツ推進計画の基本理

念のもと、県内スポーツ団体(プロスポーツ

団体等)の有する人的財産(トップアスリー

トやトップコーチ等)を活用して国体選手等

の競技力強化を図るほか、子どもの運動・ス

ポーツが好きになる機会の創出を推進し、競

技者のすそ野拡大を図ることによって中・長

期的な競技力向上に取り組み、次世代を担う

ジュニアアスリートを育成し、トップアスリ

ート層の拡大を図る。 

また、競技団体の提案型による選手の発掘

から育成・強化に対して補助することで、次

回開催のオリンピックで活躍できる兵庫ゆ

かりのトップアスリートの輩出をめざす。 

定

額 
203,185 198,317 △4,868 

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ

振興課 
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スポーツ 

振興団体名 
事業名・事業概要 

補

助 

率 

Ｒ４ 

補助 

金額 

Ｒ５ 

補助 

金額 

増減額 所管課 

3 

公益財団法人 

兵庫県スポー

ツ協会 

国民体育大会兵庫県選手団派遣事業 

 国民体育大会の近畿地区の予選会である

近畿ブロック大会と本大会に出場する監督

・選手派遣費等を補助することにより、本

県選手団の活躍を促進し、本県におけるス

ポーツ振興に大きく寄与することを目的と

する。 

［特別国民体育大会］鹿児島県 

（冬季）青森県・岩手県 

 ①特別国民体育大会本大会 

（令和５年 10 月７日～10 月 17 日） 

 ②特別国民体育大会冬季大会 

（ｽｹｰﾄ・ｱｲｽﾎｯｹｰ・ｽｷｰ：令和５年１月～2 月） 

定

額 
50,655 54,284 3,629 

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ

振興課 

4 

特別国民体育

大会・第 78 回

（第 78 回冬

季）国民スポ

ーツ大会近畿

ブロック大会

兵庫県実行委

員会（兵庫県

スポーツ協会

内） 

特別国民体育大会・第 78 回（第 78 回冬季）

国民スポーツ大会近畿ブロック大会開催費 

 国民体育（スポーツ）大会の近畿地区の

予選会である近畿ブロック大会が兵庫県で

開催されることからその開催費を補助する

とともに、近畿地区住民のスポーツに対す

る関心を深め、スポーツ活動の促進を図る。 

定

額 
0 35,000 35,000 

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ

振興課 

5 

公益財団法人 

兵庫県スポー

ツ協会加盟団

体等 

スポーツ大会招致事業（「はばタンスポーツ基金」活用事業）

 「のじぎく兵庫国体」「のじぎく兵庫大

会」の余剰金により創設した「はばタンス

ポーツ基金」の運用収入を活用し、全国規

模の大会を誘致することにより、本県選手

の競技力向上に資するとともに、県民に質

の高い競技を観戦する機会を提供する。 

 

・ 助成対象 本県競技団体（公財）兵庫県スポ

ーツ協会及び JSPO、JOC に加盟する団体が主

催または主管する国際大会や全国規模の競

技大会 等 

（アーバンスポーツを新たに助成対象とする） 

定

額 
6,000 6,000 0 

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ

振興課 
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6 
ひょうご女性

スポーツの会 

「ひょうご女性スポーツの会」運営費補助 

「女性のスポーツ環境の向上、女性スポー

ツ人口の増加を目指し、ひょうご女性スポ

ーツの会の活動を支援 

①総会・総合開会式の開催 

②競技別大会の実施 

③女性スポーツ参画イベントの実施 

④研修会の実施 

定

額 
4,500 4,300 △200 

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ

振興課 

  
 計 310,921 357,902 46,981  
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○ 報告事項（５） 

HYOGO スポーツ新展開検討委員会について 
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あ
る

べ
き

姿
地

域
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ環
境

が
整

い
、多

くの
人

々
が

地
域

コミ
ュニ

テ
ィの

中
で

ス
ポ

ー
ツを

楽
しむ

こと
が

で
き

る

②
女

性
の

各
年

代
に

お
け

る
運

動
実

施
率

（
週

1回
以

上
）

（
20

21
年

）

方
向

性

施
策

例
（

一
例

）

01 地
域

ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

人
材

育
成

・プ
ロフ

ェッ
シ

ョナ
ル

人
材

の
地

域
派

遣
・ス

ポ
ー

ツ人
材

の
発

掘

02 プ
レ

イ
ス

の
確

保

・学
校

ス
ポ

ー
ツ施

設
の

開
放

・新
た

な
ス

ポ
ー

ツ施
設

整
備

03 大
学

・学
校

等
の

連
携

・大
学

・高
等

学
校

等
の

拠
点

化

04 ス
ポ

ー
ツ

情
報

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

・ス
ポ

ー
ツマ

ッチ
ング

サ
イト

の
構

築

5

高
校

生
年

代

56
.3

％
大

学
生

年
代

38
.6

％

17
.7

ポ
イ

ン
ト

減
「令

和
3年

度
体

力
・運

動
能

力
調

査
」（

ス
ポ

ー
ツ庁

）
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
ex

t.g
o.

jp
/s

po
rt

s/
b_

m
en

u/
to

uk
ei

/c
ho

us
a0

4/
ta

iry
ok

u/
ke

kk
a/

k_
de

ta
il/

14
21

92
0_

00
00

5.
ht

m
）

を
元

に
作

成

県
立

伊
丹

北
高

生
が

地
域

の
未

就
学

児
・

小
中

学
生

と一
緒

に
ス

ポ
ー

ツを
体

験
・指

導

①
伊

丹
北

ス
ポ

ー
ツ

パ
ー

ク
（

事
例

）

（
県

立
伊

丹
北

高
校

提
供

）

〔内
容

〕
日

程
：

当
面

は
休

日
の

み
場

所
：

県
立

伊
丹

北
高

校
(学

校
開

放
)

種
目

：
ハ

ンド
ボ

ー
ル

、バ
ス

ケ
ット

ボ
ー

ル
陸

上
、野

球
、空

手
道
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課
題

/ポ
テ

ン
シ

ャル

【経
済

】
・ア

ス
リー

トが
抱

え
る

経
済

的
不

安
（

活
動

資
金

不
足

・セ
カン

ド
キ

ャリ
ア）

・ス
ポ

ー
ツ団

体
や

企
業

等
に

よる
ア

ス
リー

ト支
援

の
動

きあ
り

【場
所

】
・県

内
に

は
地

域
毎

の
推

しス
ポ

ー
ツ（

三
木

：
ゴル

フ、
伊

丹
：

なぎ
なた

）
や

全
国

で
も

数
少

な
い

競
技

施
設

（
宍

粟
：

カヌ
ー、

丹
波

篠
山

：
ホッ

ケー
）

あ
り

・サ
ッカ

ー
王

国
“静

岡
”と

比
肩

す
る

ネ
ー

ム
バ

リュ
ー

は
兵

庫
に

な
し

【人
】

・オ
リン

ピッ
ク種

目
に

な
った

こと
が

影
響

して
ア

ー
バ

ンス
ポ

ー
ツの

競
技

人
口

が
増

加検
討

テ
ー

マ
２

：
ス

ポ
ー

ツ
人

材
育

成
の

拠
点

“兵
庫

”の
形

成

あ
る

べ
き

姿
安

心
して

ス
ポ

ー
ツに

取
り組

め
る

環
境

が
あ

り、
ス

ポ
ー

ツ志
向

の
人

々
が

兵
庫

に
集

ま
る

6

方
向

性

施
策

例
（

一
例

）

01 ア
ス

リー
トの

サ
ポ

ー
ト

・ア
ス

リー
ト人

材
育

成
拠

点
整

備
・指

導
者

（
顧

問
）

育
成

02 セ
カ

ン
ドキ

ャリ
ア

・ア
ス

リー
ト引

退
後

の
キ

ャリ
ア

・青
年

期
か

らの
キ

ャリ
ア

デ
ザ

イン
の

支
援

03 新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

発
展

・ア
ー

バ
ンス

ポ
ー

ツの
振

興
・e

ス
ポ

ー
ツ大

会
の

開
催

04 ス
ポ

ー
ツ

イ
ン

テ
グ

リ
テ

ィの
保

護
･強

化

・ス
ポ

ー
ツ相

談
所

の
開

設

38
.5

％

②
若

手
プ

ロ
野

球
選

手
が

引
退

後
の

生
活

に
不

安
を

持
って

い
る

割
合

①
県

内
の

ス
ポ

ー
ツ

トピ
ック

ス
〔フ

ィギ
ュア

ス
ケ

ー
ト〕

坂
本

花
織

世
界

選
手

権
20

23
優

勝
〔柔

道
〕

阿
部

一
二

三
・詩

兄
妹

世
界

選
手

権
20

23
優

勝
〔陸

上
〕

田
中

希
実

世
界

選
手

権
20

23
50

00
ｍ

8位
入

賞
〔野

球
〕

報
徳

学
園

高
校

男
子

全
国

２
位

神
戸

弘
陵

高
校

女
子

全
国

優
勝

〔駅
伝

〕
稲

美
中

学
校

全
国

中
学

校
駅

伝
優

勝
２

連
覇

達
成

な
ど

「2
02

2年
現

役
若

手
プ

ロ野
球

選
手

へ
の

『セ
カン

ドキ
ャリ

ア
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト』

結
果

」（
一

般
社

団
法

人
日

本
野

球
機

構
）

（
ht

tp
s:

//
np

b.
jp

/n
pb

/
ca

re
er

su
pp

or
t2

02
2e

nq
.p

df
）

を
元

に
作

成

 33 



課
題

/ポ
テ

ン
シ

ャル

【社
会

】
・プ

ロス
ポ

ー
ツは

地
域

密
着

型
が

大
き

な
トレ

ンド
例

：
Ｊ

リー
グを

はじ
め、

クラ
ブ名

から
企

業
名

を外
し、

地
域

名
を入

れる
・ス

タジ
アム

・ア
リー

ナ
周

辺
へ

の
経

済
波

及
効

果
が

限
定

的

【経
済

】
・成

長
産

業
とし

て
期

待
され

て
い

た
ス

ポ
ー

ツ産
業

が
コロ

ナ
禍

に
よ

り成
長

が
鈍

化
・万

博
や

W
Ｍ

Ｇ
は

、兵
庫

が
世

界
マ

ー
ケ

ット
に

つ
な

が
る

チ
ャ

ン
ス

検
討

テ
ー

マ
３

：
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
の

拡
大

あ
る

べ
き

姿
ス

ポ
ー

ツ資
源

と地
域

産
業

が
結

び
つ

き
新

た
な

ビジ
ネ

ス
が

誕
生

す
る

7

方
向

性

施
策

例
（

一
例

）

01 ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リズ
ム

の
推

進

・兵
庫

ス
ポ

ー
ツコ

ミッ
シ

ョン
の

創
設

・大
型

ス
ポ

ー
ツイ

ベ
ント

誘
致

02 プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

との
連

携

・プ
ロス

ポ
ー

ツイ
ベ

ント
の

誘
致

03 ス
ポ

ー
ツ

ビジ
ネ

ス
界

へ
の

人
材

輩
出

・ス
ポ

ー
ツビ

ジ
ネ

ス
講

座
の

開
設

04 ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

民
間

資
金

の
確

保

・企
業

や
個

人
か

らの
寄

付
な

どの
民

間
資

金
の

確
保

②
日

本
の

ス
ポ

ー
ツ

市
場

規
模

20
25

年
ま

で
の

目
標

20
20

年

8.
7兆

円
20

25
年

(目
標

)

15
兆

円
株

式
会

社
日

本
政

策
投

資
銀

行
「わ

が
国

ス
ポ

ー
ツ産

業
の

経
済

規
模

推
計

」（
20

23
年

10
月

）
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.d

bj
.jp

/
up

lo
ad

/in
ve

st
ig

at
e/

do
cs

/7
ed

a4
0f

6f
a1

b7
72

48
17

3d
c1

4b
ea

85
95

c.
pd

f）
元

に
作

成

①
ホ

ー
ム

の
観

客
動

員
数

（
20

22
年

→
20

23
年

）
阪

神
タ

イ
ガ

ー
ス

30
万

人
増

ヴ
ィッ

セ
ル

神
戸

7万
人

増
20

23
年

：
29

万
人

20
22

年
：

22
万

人
20

23
年

：
29

1万
人

20
22

年
：

26
1万

人
「統

計
デ

ー
タ」

（
一

般
社

団
法

人
日

本
野

球
機

構
）

（
ht

tp
s:

//
np

b.
jp

/s
ta

tis
tic

s/
）

、「
試

合
日

程
・結

果
一

覧
」（

ヴ
ィッ

セ
ル

神
戸

）
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.v

iss
el

-k
ob

e.
co

.jp
/）

の
情

報
を

元
に

作
成

(ホ
ー

ム
15

試
合

時
点

)
(全

日
程

終
了

時
点

)
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課
題

/ポ
テ

ン
シ

ャル

【人
】

・健
常

者
と比

べ
て

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
低

い
・障

害
者

ス
ポ

ー
ツを

支
え

る
ス

タッ
フの

確
保

が
困

難
・女

性
の

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
多

くの
年

代
で

男
性

より
低

い
・東

京
パ

ラリ
ン

ピッ
クに

より
、パ

ラス
ポ

ー
ツへ

の
理

解
が

進
む

【場
所

】
・車

椅
子

が
体

育
館

の
床

を傷
つ

け
る

な
どで

障
害

者
が

施
設

利
用

を
断

られ
る

ケ
ー

ス
あ

り
・県

内
に

障
害

者
ス

ポ
ー

ツの
応

援
企

業
・大

学
等

が
89

団
体

あ
る

【社
会

】
・ス

ポ
ー

ツと
障

害
者

ス
ポ

ー
ツを

別
々

の
部

署
が

所
管

（
都

道
府

県
に

お
け

る
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ所

管
福

祉
部

局
：

22
、ス

ポ
ー

ツ部
局

：
23

、共
管

：
2）

・ボ
ッチ

ャや
モ

ル
ック

な
ど、

み
ん

な
が

楽
しめ

る
ユ

ニバ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

種
目

が
普

及

検
討

テ
ー

マ
４

：
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

あ
る

べ
き

姿
子

ども
か

ら高
齢

者
、障

害
者

ま
で

、誰
も

が
ス

ポ
ー

ツを
楽

しむ
こと

が
で

き
る

環
境

が
整

い
、多

様
な

人
々

が
ス

ポ
ー

ツで
つ

な
が

る

8

方
向

性

施
策

例
（

一
例

）

01 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

・誰
も

が
利

用
で

きる
施

設
の

検
討

・大
会

の
観

戦
促

進
、

理
解

促
進

02 ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

の
創

発

・誰
も

が
一

緒
に

で
きる

新
種

目
の

開
発

03 女
性

ス
ポ

ー
ツ

の
促

進

・女
性

の
ス

ポ
ー

ツし
や

す
い

環
境

づ
くり

・女
性

ス
ポ

ー
ツチ

ー
ム

の
価

値
向

上

①
健

常
者

と障
害

者
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
（

週
1日

以
上

）
の

差

21
.4

ポ
イ

ン
ト

障
害

者
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
が

、健
常

者
よ

り約
20

～
30

ポ
イ

ン
ト低

い
健

常
者

52
.3

％
、障

害
者

30
.9

％
(2

02
2年

）

「令
和

4年
度

『ス
ポ

ー
ツの

実
施

状
況

等
に

関
す

る
世

論
調

査
』」

（
ス

ポ
ー

ツ庁
）

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
ex

t.g
o.

jp
/s

po
rt

s/
b_

m
en

u/
to

uk
ei

/c
ho

us
a0

4/
sp

or
ts

/1
41

59
63

_0
00

08
.h

tm
）

、「
障

害
児

・者
の

ス
ポ

ー
ツラ

イフ
に

関
す

る
調

査
研

究
」（

ス
ポ

ー
ツ庁

）
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.g

o.
jp

/s
po

rt
s/

b_
m

en
u/

to
uk

ei
/c

ho
us

a0
4/

sp
or

ts
/1

40
23

42
_0

00
02

.h
tm

）
を

元
に

作
成
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名
称

地
域

ス
ポ

ー
ツ分

科
会

検
討

内
容 ・ス

ポ
ー

ツに
触

れ
る

環
境

づ
くり

・ス
ポ

ー
ツ観

戦
の

機
会

創
出

・ス
ポ

ー
ツ施

設
の

有
効

活
用

・世
代

を
越

え
た

ス
ポ

ー
ツ（

生
涯

ス
ポ

ー
ツ）

・地
域

ス
ポ

ー
ツの

担
い

手
育

成
・ト

ップ
ア

ス
リー

トの
活

用
・シ

ビッ
クプ

ライ
ドの

醸
成

・部
活

動
の

地
域

移
行

メン
バ

ー分
野

氏
名

所
属

学
識

者
森

田
啓

之
兵

庫
教

育
大

学
大

学
院

教
授

地
域

ス
ポ

ー
ツク

ラブ

井
原

一
久

（
特

非
）

ア
ス

ロン
理

事
長

酒
井

裕
史

コナ
ミス

ポ
ー

ツ（
株

）
地

域
ス

ポ
ー

ツ事
業

部
長

渡
部

克
栄

（
一

社
）

ス
ポ

ー
ツク

ラブ
神

戸
デ

ィプ
ロ代

表
理

事

ア
ー

バ
ンス

ポ
ー

ツ
イベ

ント
企

画
文

平
龍

太
（

一
社

）
キ

メラ
ユ

ニオ
ン代

表
理

事

団
体

中
田

進
SC

21
ひ

ょう
ご

全
県

連
絡

協
議

会
会

長

教
育

機
関

志
摩

直
樹

兵
庫

県
立

学
校

長
協

会
会

長

H
YO

G
O

ス
ポ

ー
ツ

新
展

開
検

討
委

員
会

分
科

会
（

１
）

名
称

ス
ポ

ー
ツビ

ジ
ネ

ス
分

科
会

検
討

内
容 ・プ

ロス
ポ

ー
ツク

ラブ
との

連
携

・公
民

連
携

・ス
ポ

ー
ツ関

連
企

業
の

振
興

・ス
ポ

ー
ツツ

ー
リズ

ム
の

振
興

・地
域

密
着

型
の

プロ
ス

ポ
ー

ツ経
営

・持
続

可
能

な
ス

ポ
ー

ツイ
ベ

ント
の

実
施

・ス
ポ

ー
ツコ

ミッ
シ

ョン
で

の
連

携

メン
バ

ー分
野

氏
名

所
属

プ
ロス

ポ
ー

ツ

千
布

勇
気

楽
天

ヴ
ィッ

セ
ル

神
戸

(株
)代

表
取

締
役

社
長

北
村

正
揮

(株
)ス

トー
クス

代
表

取
締

役

渡
辺

真
二

早
駒

運
輸

(株
)代

表
取

締
役

社
長

立
場

定
楽

天
グ

ル
ー

プ
（

株
）

地
域

創
生

事
業

共
創

事
業

推
進

部
エ

リア
パ

ー
トナ

ー
シ

ップ
推

進
課

ヴ
ァイ

ス
シ

ニア
マ

ネ
ー

ジ
ャー

企
業

岩
田

茂
太

(株
)ア

シ
ック

ス
秘

書
部

渉
外

チ
ー

ム
マ

ネ
ー

ジ
ャー

団
体

金
井

庸
泰

県
eス

ポ
ー

ツ連
合

副
会

長
（

有
馬

温
泉

御
所

坊
専

務
）

報
道

浜
田

育
亮

(株
)毎

日
放

送
総

合
営

業
局

ス
ポ

ー
ツビ

ジ
ネ

ス
推

進
部

長
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名
称

ユ
ニバ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ分
科

会
検

討
内

容 ・障
害

者
ス

ポ
ー

ツの
普

及
・障

害
者

アス
リー

トの
発

掘
・育

成
・障

害
者

ス
ポ

ー
ツ指

導
者

等
の

養
成

の
あ

り方
・障

害
者

ス
ポ

ー
ツ拠

点
施

設
の

あ
り方

・福
祉

部
局

に
あ

る
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ推

進
体

制
メン

バ
ー 分

野
氏

名
所

属

パ
ラア

ス
リー

ト
大

矢
勇

気
車

い
す

陸
上

選
手

笠
本

明
里

パ
ラ水

泳
選

手

学
識

者
青

山
将

己
流

通
科

学
大

学
専

任
講

師

樽
本

つ
ぐみ

兵
庫

大
学

准
教

授

障
害

者
ｽﾎ

ﾟｰ
ﾂ

振
興

団
体

増
田

和
茂

県
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ協

会
理

事
長

三
上

善
子

パ
ラス

ポ
ー

ツ指
導

者
協

議
会

副
会

長

障
害

者
団

体

木
村

佳
史

県
身

体
障

害
者

福
祉

協
会

理
事

長

新
銀

輝
子

県
精

神
福

祉
家

族
会

連
合

会
会

長

齋
藤

克
己

県
知

的
障

害
者

施
設

協
会

副
会

長

地
域

拠
点

小
俵

千
智

県
特

別
支

援
教

育
諸

学
校

長
会

会
長

H
YO

G
O

ス
ポ

ー
ツ

新
展

開
検

討
委

員
会

分
科

会
（

２
）

10

名
称

アス
リー

ト育
成

分
科

会
検

討
内

容 ・ス
ポ

ー
ツ好

き
に

な
る

機
会

の
創

出
・次

世
代

アス
リー

トの
発

掘
・育

成
・ト

ップ
ア

ス
リー

トの
環

境
支

援
・国

際
大

会
等

の
招

致
・ア

ー
バ

ン
ス

ポ
ー

ツ等
の

普
及

促
進

・ス
ポ

ー
ツの

セ
カン

ドキ
ャリ

ア
・女

性
ス

ポ
ー

ツの
促

進
メン

バ
ー 分

野
氏

名
競

技

ア
ス

リー
ト

井
上

香
織

元
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
選

手

内
野

洋
平

BM
X選

手

大
畑

大
介

元
ラグ

ビー
選

手

岡
崎

慎
司

サ
ッカ

ー
選

手

葛
城

育
郎

元
プ

ロ野
球

選
手

寺
内

健
元

水
泳

（
飛

込
）

選
手

中
田

真
美

元
新

体
操

選
手
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